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ECH はプラズマの多様な制御が可能であること

や工学的な利点から、環状磁場閉じ込め装置に

おいて加熱・電流駆動装置、プラズマ制御装置

として大きな役割を担っている。また直線型の

核融合実験装置においても ECHは極めて重要な

役割をもつ。タンデムミラーでは ECH によって

両端に電位障壁を形成し、軸方向損失を抑制す

る実験[1]が行われた。また ECH を利用した電

位、電場、電場勾配などの能動制御による揺動

の抑制と輸送改善を狙った実験[1]や、中央部

の閉じ込め領域の ECHによる低温電子加熱によ

る高温イオンのエネルギー損失の抑制を狙っ

た実験[1]、ECH パワー変調を利用した ELM 模擬

実験が行われている。	 

	 上記の ECH 実験の進展に伴い、従来の 200kW

ジャイロトロンに対し、新開発したミラー実験

上最大出力となる１台 500kW 級のジャイロトロ

ン[1,2]が筑波大学プラズマ研究センターのタ

ンデムミラー装置ガンマ１０では用いられて

きた。また 1MW 級のジャイロトロンの開発[1]

やガンマ１０の将来の計画（PDX 計画）のため

の２MW 級の大電力化も進められている。このよ

うな将来の大電力化と高効率ジャイロトロン

の設計のために、簡便に使用できる、空胴共振

部でのマイクロ波と電子ビームの相互作用[3]

をシミュレートする並列化アルゴリズム[4]を

用いた計算コードを開発中である。	 

	 図 1並びに図２にビーム電流に対する出力の

依存性の計算結果と実験データとの比較を示

す。図中の●は実験データであり、直線並びに

破線は、対応するピッチファクタαの計算結果

である。図１はガンマ１０に設置されている

28GHz、TE42 モード、出力 500kW のジャイロト

ロンに対する結果で図２は、TE83 モード、出力

1MW のジャイロトロン[5]に対する結果を示し

ている。本発表では、上記の計算コード開発に

ついて最新の進展について報告する。	 

（本研究は、NIFS と筑波大学における双方向型

共同研究(NIFS11KUGM050,	 NIFS11KUGM053）に

よる。)	 
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